
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般財団法人栃木県青年会館 



ドリアンを満喫！！ 

 

                   理事長 大嶋 茂 

                        OSHIMA SHIGERU 

 日本での忙しい日常生活から解放され、ふと自分一人になった時、頭の中によ

みがえるのは懐かしきかな、あのマレーシア。たくさんのプログラムを準備して

くれた MBN.NS のメンバーたち、ホストファミリーの方々には大変お世話にな

りました。そして、一緒に過ごした生活体験、私たちはマレーシア人となったひ

と時を楽しんできました。 

 今回の派遣団員はすべて高校生、私や植木団長・事務局担当橋壁課長も、当初

色々と気にしていましたが、いざ交流が進むにつれそのような心配はなくなって

いました。好奇心旺盛の団員たち、ワイワイガヤガヤ段々と打ち解けていき、よ

い体験として心に刻まれたことと思います。この機会を生かして、今後マレーシ

アとの交流を続けながら、世界を見つめる芽を育てていってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新たな歴史のスタート 

 

（一財）栃木県青年会館にて、調印式を行う。 

 

 今回の派遣直前の８月２７日（火）に MBN.NS ファイロス会長をはじめ役員

メンバー１５名が来日（来館）し、新たな相互交流再開の協定書調印式を行いま

した。立会人として栃木県国際交流協会の野原恵美子理事長、来賓として福田富

一知事にも同席していただきました。  

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

  

 

 

 



団長あいさつ 

第１８次マレーシア交流団に参加して 

植木 賢一 

                              UEKI KENICHI 

 ９月６日～１４日まで、一般財団法人栃木県青年会館が 1988 年から公式交

流を行っている,マレーシアネグリセンビラン州への第１８次派遣交流団の団長

として、初めて参加させていただきました。前回の派遣が2018年で、コロナ禍

の影響もあり６年ぶりの訪問となりました。団員は、純粋で好奇心旺盛な高校生

７名のみで構成され、この交流の初期の趣旨である「健全な青少年の育成、国際

交流」にまさに匹敵する絶好の機会となり、大嶋理事長・事務局、私の10名で

9日間の心に残る楽しくもあり、連続した感動の交流訪問をして参りました。 

 以下、今回の派遣団の主な交流の様子を報告いたします。 

 ６日の夕刻にクアラルンプール国際空港に到着し、そこから入国手続き場まで

は多少右往左往はありましたが無事手続きを済ませると、予想通り MBN.NS の

ファイロス会長以下多くのメンバーが私達１０名の派遣団を出迎えてくれました。

７名の団員全員が初めてのマレーシア渡航であり、実際に見る現地の人と言葉や

容姿の違いに緊張と不安はありましたが、早速バスに乗りセレンバンのホテルに

直行し、この日は、そのままホテル内で歓迎夕食会となりました。 

現会長のファイロス会長とは 8/27 に「２１世紀の新たな交流協定書の調印式」

でコンセーレに来日した時にお会いしていたので、自己紹介はもちろん比較的ス

ムーズに話をさせていただきました。団員も最初は緊張で顔もコワバッテいまし

たが、そこは若者であり徐々に慣れてメンバーとも打ち解け、自慢の英語での実

践会話に弾んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 翌日にはホストファミリーとの面会、そして引き渡しにより団員がそれぞれに

ホスト先に向かいました。メンバーとのしばしの別れと、一人ぼっちになること

から涙するメンバーもいて大変懸念しましたが、期間中の経過で楽しく過ごして

いると聞き安堵しました。以降２泊３日、それぞれにホストファミリーのプログ

ラムに沿って楽しく有意義な時間を過ごしました。私は、大嶋理事長と共に OB

会長のサマットさんにお世話になり、気兼ねなく奥様とも会話をさせていただき、

マレーシアの日常の家庭生活の一端も体験させていただきました。 

食事でも今迄近辺のタイやベトナムには何度か渡航していましたが、マレーシア

の食事が一番私に合った思い出にもなりました。 

 また何よりも「果物の王様」であるドリアンを３日間連続で３種類食味出来た

のは興奮過ぎる程嬉しかった一つです。MBN.NS に全員で復帰後の夜には OB

（同窓生）の歓迎ディナーが開催され、歴代の会長はもとより、多くの訪日経験

者の皆様が出席され、それぞれから多くのお土産もいただき、感謝と感動のパー

ティーとなりました。この訪問後にOBメンバー単独団として訪日も決まってい

ましたので、組織を挙げて大いに歓迎する旨を伝え約束いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０日は MBN.NS の事務所にてミーティングを行い、現地の MBN.NS の組

織や活動状況等の話を聞かせて頂きました。MBN.NSの下には、１４団体の組織

があり、登録会員数は４０万人ですが実質活動しているのは１０万人で、マレー

系の他にも中国系、インド系と多民族の会員が入会しているとのことでした。 

会員の年齢は１５歳から４０歳までとなっていますが、2026年からは30歳ま

でにするとのことです。組織の予算状況は会費があるそうですが安く、資金自体

は政府から支給されており、今回の受け入れ予算については、政府だけでなく州

や企業のスポンサーからもいただいて活動しているとのことでした。 

組織自体が州の活動の将来を生み出す場所となっているとのこと、特にマレーシ

ア国内の青年組織の良きリーダーを育成していることから 3 年連続で「五つ星」

をいただいていると会長より話がありました。 

 

 

 

 

 

 



その後は、センダヤン・モスク見学や理系女子校訪問、更には日本大使館への訪

問をし、近年成長が著しいマレーシアの経済と文化を垣間見る事ができました。 

 11日の夜には私たちのさよならパーティーが開催され、会員メンバー・OB・

ホストファミリーやご来賓の皆様も含め多くの方々にご出席いただき、思い出多

いものとなりました。全員でテーブルを中心にまわり踊った日光和楽踊りは参加

者全員が忘れることのないものになったと思います。終了後も特にホストファミ

リーとの別れ惜しく、余韻に浸って涙する団員が多くいました。 

 マレーシア最終日の13日は、クアラルンプール市内の観光をし、日本に向け

て出国する時も MBN.NS のメンバーやホストファミリーの多くの方々が見送り

にも来てくれ、そこでまた別れを惜しんで涙する団員の光景がしばらく止まりま

せんでした。 

 以上の様に、あっという間の9日間が過ぎていきましたが、39年間という交

流の奥深さを肌身で実感する事が出来ましたし、コロナ禍で4年間交流が途絶え

ていましたが、その分想像以上の多種多様な訪問プログラムを組んでいただき、

思い出多い交流と感動を体験する事が出来ました。改めて MBN.NS のメンバー

を中心にOB,ホストファミリーご家族皆様の暖かいもてなしに支えられ、私達の

訪問日程をこなすことが出来ましたこと、厚く御礼申し上げます。 

今回参加した高校生はこれから、進学・就職へと自分の向かうべき方向に突き進

んでいくと思いますが、絶対に今回の派遣で得た体験は今後の人生に多いに生か

されるものと確信しています。まずは、ネグリセンビラン友好協会の会員として、

これからの相互交流に力添えを頂ければ幸いですし、来年は逆にマレーシアの受

け入れとなりますので、是非参画して共に訪問団を迎えましょう。よろしくお願

いいたします。「２１世紀の新たな交流」のスタートの一助となるよう全員の力で

進めていきましょう。 

 年老いて不慣れな団長でありましたが、高校生皆様方の力強いご支援とご協力

に心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



                   

９月６日（金）AM 

『ついに出発！』 

 

夏休み中から研修を重ね、いよいよ出発の朝になりました。前日は壮行会を開

いて頂きその後もお土産の分担の話など夜遅くまで起きていたので早起きは大変

でした。私は５時にアラームをかけて起きましたがその10分後に1人アラーム

をかけないで起きてきてすごくビックリしました。他のふたりは起こすまで起き

ませんでした。そして起きるまで長かったです！ずっと寝ぼけていて面白かった

です。私たちは6時出発のバスに乗るためにパジャマをしまったりと、なれない

パッキングに手間取りみんなバタバタした朝でした。6時に出発して2時間半バ

スに揺られ成田空港に着きました。成田空港に着くまでに楽しみすぎて睡眠時間

は短かったのに全然眠くならず、会話を弾ませました。今回は高校生だけという

のもあり賑やかでした。着いたあとは朝ごはんを食べ空港内を探索しました。展

望台に行き、間近で飛行機を見て今から私達も飛行機に乗ってマレーシアまで行

くんだとやっと実感が湧いてきました。搭乗時間までは写真を撮ったりと、楽し

く過ごしました。搭乗時間が近くなりいよいよ入場口に行きました。先程までい

たターミナルとはまた雰囲気が変わりドキドキしました。荷物検査では私ともう

1人の子が引っかかりました。帰りは絶対に引っかからないように気をつけよう

と思いました（結局ひっかかりました。）特に大きな問題もなく無事に全員で搭乗

口までたどり着くことが出来ました。第1回の研修時の緊張した感じとはうって

変わり、元々友達だったのではないかと思うくらいには打ち解け、CA さん達に

手を振ってもらい心弾ませながら飛行機に乗りました。そうしてワクワクドキド

キ波乱万丈なマレーシア9日間の旅が幕開けとなりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

９月６日（金）AM 

「初フライト！」 

                          

         

 

 

 ６日の１１時過ぎに無事予定通りの離陸で日本を出発し、私たちはマレーシア

へ旅立ちました。飛行機の窓から見た景色は、真っ青な空に垂直に伸びる光線、

そして光り輝く飛行機の翼。不安や心配もありましたが、それよりも勝る期待や

希望にも感じられる景色でした。 

 飛行機の中では、おやつ（あられミックス）が出て、３０分後には機内食が提

供されました。機内食は、魚と肉と選ぶことが出来、私は肉を選びました。 

肉は鶏のそぼろ三色丼でしたが、とても機内食とは思えない程美味しかったで

す。そして友達は魚を選んでいて一口ずつ交換で食べましたが、ペンネが添えら

れていて、こちらもとってもおいしかったです。そして、デザートにはハーゲン

ダッツのバニラアイス。私は初飛行機だったので、機内食だけでなんだかワクワ

クしました。 

 モニターには、成田からクアラルンプールへの経路が映し出されていました。

この経路を見ると、自分が日本からマレーシアへ段々と近づいているんだという

実感がわいてきました。 

機内の過ごし方は、映画を見たりぐっすり眠ったりして、長いと思った飛行機

内の時間でしたが、あっという間にマレーシアに着きました。 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 
 

 



  
９月６日（金）PM 

         『ついにマレーシア到着！』 

                              

 

 

 約７時間４０分のフライトを終え、ついに１８時30分にクアラルンプール国

際空港に到着しました。空港内はとても広く、初めてのマレーシアにメンバー全

員がとても興奮していました。バスに乗って荷物を受け取り、MBN.NSのメンバ

ーと合流しました。MBN.NS メンバーのみなさんは私たちを笑顔で迎えてくれ

ました。空港を離れ、約 1 時間 30 分ほどバス移動をし、私たちが 4 日間宿泊

するパームスレンバンホテルに到着しました。パームスレンバンホテルはショッ

ピングモールが隣接していて買い物をすることもできます。 

 そしてホテルについて間もなく、『ウエルカムパーティー』が始まりました。 

MBN.NS メンバーの皆さんはとてもフレンドリーで、一緒に写真を撮ったり、

SNS（インスタグラム）のアカウントを交換したりして、マレーシアに着いたば

かりでまだ慣れずにいた私たちはとても安心しました。 

マレーシアの有名な料理がズラリと並び、どの料理もみんな美味しかったです。 

パーティーの途中で私たちと一緒に同行する通訳のルビーさんの誕生会も開かれ、

ケーキのサイズがとても大きく、日本との違いを感じました。 

パーティーは夜の２３時３０分まで続き、明日からのマレーシアでの生活に期待

でいっぱいです。 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 



 
９月９日（月）PM 

「みんなと合流！」 

                              

 

 

今日の午前中でホームステイが終わり、みんな各々のホストファミリーのもと

から集合しました。まずはじめに MBN.NS の方たちと合流したのは真汰くんと

裕徳くんでした。その後にお昼ご飯を食べている時に美咲ちゃん月姫乃ちゃん芽

生ちゃん杷和ちゃんたち女子たち全員が合流しました。お昼を食べているときに

たくさんの猫がいることに気づきました。MBN.NS の方たちは人が食べた魚の

骨や小さなお肉をあげていて、それを食べている猫ちゃんたちはすごい、かわい

かったのですが、人間用に味付けされたものを与えていいのか心配にもなりまし

た。お昼ご飯を済ませて移動し、クラフトセンターに行きました。ここで衿緒く

んも合流して今回の派遣団の高校生全員が合流しました。このクラフトセンター

って何があるんだろと思っていたのですが、話を聞いてみると、ロタン(ヤシ科ト

ウ亜科の植物)や竹家具などを伝統的に作り、伝統を守りつつ、伝統的なものを進

化させていく取り組みをしているとのことです。栃木県で例を出すなら結城紬あ

たりかなと思います。このクラフトセンターではカゴを作る体験をしました。細

い木？をぐるぐる巻いていってカゴの形にしていって、小さいカゴを各々作りま

した。みんなのカゴはそれぞれの個性が出ていて面白かったです。 

クラフトセンター内の見学では、１つの椅子が印象に残っています。それは、デ

ザイン性を意識しすぎたがために、倒れやすくなってしまったという残念な椅子

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 



 

クラフトセンター見学後はマレーシアの昔の宮殿に見学にいきました。左右対

象になっていて、お話を聞いて驚いたのは、なんと建設に釘を1本も使っていな

いという事です。かなり大きな建物なのに釘を使わず木と木を組み合わせて建て

ていると考えると建設方法がめ綿密に考えられているなと感じました。 

 その次に向かったのは養蜂場でした。ちょっとした山の上にあるこの養蜂場で

驚きなのは、ここの蜂は針がないんです！なので、専用の防護服なしで養蜂箱の

すぐ近くまで寄ることができました。この養蜂場のはちみつは日本人が考えるは

ちみつとは違い、とてもさらさらしていてとろみが少なかったです。そして味は

甘くなくとても酸っぱかったです。酸っぱくなってしまう花の蜜を集めているの

かもしれませんが自分の知っているはちみつのイメージが少し揺らぎました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

    

 

 

 

 

 

 



 
９月９日（月）NIGHT 

「ごはんが辛くない！」 

 

                             

 

 

 この日のディナーは中華料理でした。MBN.NＳの同窓生の方々と回転する丸

いテーブルを囲んで食事をしました。メインは大きな白身魚で、他にも唐揚げや

野菜炒めのような料理など、おいしい料理が並んでいました。これまでの食事に

比べて辛いものが少なくて安心しました。食事の途中で、隣に座っていた派遣団

のメンバーが、テーブルに置いてあった緑色でいかにも辛そうな唐辛子を食べて

いました。やはり辛かったようです。ウォーターメロンジュースをたくさん飲ん

で辛さを和らげていました。しばらくするとだいぶ辛さが治まってきたようでよ

かったです。みんながご飯を食べ終わる頃になって式典が始まりました。 

式典の中で、ディナーの会場には MBN.NS の歴代の会長さんが多く集まってい

るとを知りました。また、私たちは、コロナの影響で途切れてしまっていた栃木

県青年会館とマレーシアネグリセンビラン州青年協議会との交流を再開する派遣

団であることも再認識しました。今回、長い歴史を持つ交流事業に携わることが

できて、とても嬉しく思います。 

式典の最後には、私たちの通訳として同行してくださった方の誕生日祝いもあり、

チョコレートケーキをみんなでシェアしました。 

その後、ディナー会場を後にし、MBN.NSの同窓生の方々からいただいたたくさ

んのお土産を抱えて帰りのバスに乗りました。 

 ホテルに到着後、フロントのスタッフから「今日はシャワーから水しか出ませ

ん。」と言われました。少し驚きましたが、ホームステイ先でも水のシャワーを浴

びていた私はすっかり慣れていたので特に問題には感じませんでした。この日の

夜は特に眠かったので寝る準備を整え、すぐにベッドに入って眠りました。 

 

 

 
 

 

 

 



                 
９月１０日（火）AM 

「マレーシアのモスク」 

                                

 

 １０日の午前中はMBNの事務所へ行きました。理事長や会長の写真が載って

おり、そこで授賞式や写真を撮りました。次にマレーシアでも有名なモスクに行

きました。中はとても広く、約３１００人が入れるそうです。 

元々銀行の社長が個人で建てたもので日本円にして６０億円もかかったそうです。 

カーペットはドバイから、ドアはインドネシアから輸入したもので、全体のデザ

インはタジマハールを真似したそうです。内部もトルコのモロッコデザインのモ

スクを参考にしたそうです。 

次に博物館へ行きました。伝統的な踊りで迎えてくださったので感激しました。

展示品には、かつて存在した王国の遺品、伝統的な衣食住、日本統治時代の道具

まで様々なものが展示されており、とても興味深かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

足で掃除してるおっさんと目が合いそうになった…。 

 

 

 

 

 



 
９月１０日（火）PM 

                     「レーザーで木彫り！」 

                              

 

お昼ご飯を博物館の敷地内にある昔の宮殿で食べました。そのときからすごい

雨が降り出して、夕方に振る雨っていうよりもがつり雨の日っていう雨でした。

なので、いったんホテルに戻って着替えてから次の体験に移動しました。この後

は木彫り体験と予定ではなっていました。「木彫り」って聞いたらなんとなく彫刻

刀を使ってやるような木彫りが頭に浮かんでいたのですが、なんとレーザーを使

っての木彫りでした。木彫り体験の先生が活動を始めた理由としては「簡単に誰

でも木彫りを楽しめるように」という思いからだそうです。そのように誰かのた

めにという思いで活動できることは素晴らしいことだと、僕は感じました。 

木彫りのデザインは Canva というスマホアプリで作成し、木にレーザーで印刷

しました。みんなかわいくできてました。 

 木彫り体験の後はムカデ寺に行く予定でしたが、雨で予定が押してしまい残念

ながら見に行くことはできませんでした。行ってみたかったですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

           

 

 



                 
９月１０日（火）NIGHT 
             「後半に突入」 

 

 

マレーシアの旅も後半に差しかかりました。夜ご飯はケンタッキーを食べまし

た。私たちに渡されたのはバーガーの包み紙とチキンです。ジャンクフードが食

べたかったので嬉しくてバーガーの包み紙を開けたらお米が出てきました。思わ

ず1度包み紙を戻しました。旅も半分をすぎたからでしょうか、みんな18時の

時点でけっこう疲れ果てていました。1人は白目をむいたり寝ながらご飯を食べ

ていました。息が吸えなくなるくらいに笑いました。その後ホテルに戻りホテル

に繋がっているショッピングピングモールを探索しました。日本よりも装飾が派

手なお店などが多く見ているだけで楽しかったです。洋服屋さんに入った時に驚

いたのは物価の安さです。T シャツが 500 円ぐらいなどと安く驚きました。そ

れとマネキンが半裸で日本では上下どっちも着せてあるマネキンしかないのでど

っちかしか着ないマネキンを見て笑い合いました。そして私たちが最も待ち望ん

だことが出来ました。それはコインランドリーに行くことです。初日にコインラ

ンドリーに行くと日本では聞いていたので油断していました。実はこの日に最初

で最後のマレーシアのコインランドリー行きました。今まで1回も行けず、洋服

がなくなってきていたので助かりました。コインランドリーに行く途中横断歩道

を渡る機会があったのですがマレーシアは車優先社会と言うことで非常にスリリ

ングでした。横断歩道なのにあんなに渡れない経験は多分後にも先にもないと思

います。コインランドリーについたらそこからが長く、暑いなかずっと待ってい

ました。30 分以上待っていたので大変でした。マレーシアは日本よりもムシム

シしていなくて過ごしやすかったのですがコインランドリーのところだけはすご

く暑かったです。 

 

 

 

  

 

 

 



 

９月１１日（水）AM 

 

「理系女子高に訪問！」 

                               

 

 １１日の朝、７時に起床し７時４５分集合ということで慌てて準備し、８時 

１０分にバスで移動。移動先は理系女子高校です。この高校では、日本との交流

の機会は初めてという事でしたが、沢山の女子学生たちが音楽で歓迎してくれて

嬉しかったです。この学校は、２０１９年に「Science Girls School」と名

前を改名したそうで、「SGS」（この学校を誇れるように）をスローガンに掲げ

ていました。「目的は学業だけではない！」としながらも、マレーシアでは１０

位以内という、とても優秀な高校でした。中学１年生～高校２年生までの各４ク

ラスあり、全校生徒は５９１人で、先生は５１人。その中でも男性教師は９人と

いう少なさは、やはり女子校だなと思いました。マレーシアは多民族国家なの

で、何語で勉強しているのかなと思ったら、第一言語はマレー語、第二言語は英

語、第三言語は、アラビア語や韓国語などで、数学と化学は英語でおこなわれる

とのことでした。そしてこの学校は全寮制とのことで、寮も見学させていただき

ましたが、とても広くて更に驚きました。その後、伝統的な素敵なダンスを観覧

しました。私たちも衣装を着てダンスを教えてもらい、皆で踊って楽しかったで

す。マレーシアの学生と話が出来て、とても楽しい時間を過ごすことが出来まし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                 
９月１１日（水）PM 

          『まるでジェットコースター！』 

                               

 

 楽しかった理系女子学校の訪問を終え、MBN.NSのメンバーのクルマに乗り、

日光の『いろは坂』のような道を行きました。女子メンバーは、１台の車で行っ

たので、車内は大盛り上がりでした。山の上まで来たところで車を降り、マレー

シア料理をいただきました。食事を終えるとまた車に乗り、さらに山の奥に進み

ました。着いた場所は、透き通ったキレイな川でした。私たちは子どものように

水をかけ合って、数年ぶりに川遊びをして楽しみました。 

MBN.NS メンバーにも水をかけられ、全員洋服が濡れてしまい車に乗ることが

できず、まさかの車の荷台に乗りました。 

そこから約３０分ほど、ジャングルのような険しい道をはしり、ジェットコース

ターに乗っているようでとても楽しく興奮しました。マレーシアに行ったらまた

車の荷台に乗せてもらいたいです。 

楽しいアトラクションを降りて、着いたのは先住民の方の家でした。テレビもネ

ット環境もなく、世界を知らないという話でしたが、スマートフォンを所有して

いて、そこから世界のことを知っているのだと思いました。野生の猿もいて、日

本の猿よりも凶暴なので近づきすぎないようにと言われました。 

次に、『グラマラッカ』というマレーシアで人気の砂糖の煮つけを体験しました。

『グラマラッカ』はココナッツの樹液を煮詰めたパームシュガーで、黒砂糖のよ

うな深いコクのある甘みが特徴的でした。途中で、サクサクした生地にカレーで

味付けしたじゃがいもを包んだ『カリーパフ』をいただきました。とても美味し

かったです。 

 

 

 

  

 

 

 
 



  
９月１１日（水）NIGHT 

「さよならパーティー」 

 

ついにさよならパーティーになってしまいました。パーティーでは僕たち

TSKFの派遣団は日本の伝統的な衣装として、浴衣を着ました。パーティーでは

各々のホームステイ先のホストファミリーが来てくれてみんな再会をよろこんで

いました。そして自分以外のホームステイ先のホストファミリーともお話をする

ことができ、ほかのメンバーのホストファミリーの雰囲気も知ることができまし

た。MBN.NSが用意してくれたステージショーも楽しむことができました。自分

が感じたのはマレーシアのパーティーは人が入れ替わりできてどんどん人が増え

てくるということと、日本の式典ではスマホを使うなんて御法度なのに意外と大

人はみんなスマホを使っている事に驚きました。そのくらい式典でもラフな国柄

が出ているなと感じました。 

ステージショーを見た後は,自分たちもお返しとして浴衣で日光和楽踊りを踊

りました。ステージの上でやった後に会場全体を巻き込んでみんなで日光和楽踊

りを踊って会場全体が1つになったと感じました。元々日光和楽踊りが大人数で

踊るものなので、大人数で踊れた事でより日本の伝統に触れてもらえたのではな

いかなと感じました。 

盆踊りの後は表彰などをした後に全体で写真や、MBN.NS のお世話になった

メンバーと写真を撮り、ホストファミリーと写真を撮ったりする中で感情が高ま

って涙するメンバーも多くいました。たった3日間のホームステイのはずなのに、

もっともっと長くホストファミリーと過ごしていたのではないかと感じさせても

らえた瞬間でした。やはりホストファミリーとの思い出は人生において大きな、

大きな財産として心に刻まれるのだと感じさせてもらう機会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                 
９月１２日（木）AM 

「チョコレート工場を見学」 

 

 

 この日の朝は起きるのが遅く、ホテルで朝食をとる余裕がありませんでした。

そのため私は移動中のバスの中で、９日の夜にお土産としてもらったチョコレー

トのブラウニーを食べました。二階建てバスを楽しんで、ベリーズチョコレート

工場に着いたら、最初にチョコレート作り体験をしました。チョコレートを型に

流し込み、それぞれが選んだトッピングでデコレーションしました。 

チョコレートを冷やし固める間に敷地内を案内していただきました。実際にカカ

オの木を見て説明を受けたり、カカオの実を発酵・乾燥させる方法を学んだりし

ました。チョコレートを加工している作業も見学しました。 

手作業でチョコレートを絞りだしている様子を観て、職人技だなと感じました。

一通り施設内を見学した後、冷やし固めていたチョコレートをラッピングしまし

た。完成後には、お買い物タイムがあり、みんなは買い物袋いっぱいのお土産を

購入して満足していました。 

 バスに乗った後、マレーシアの方が買ってきてくれたフライドチキンを食べま

した。とてもジューシーで美味しかったです。バスで次の目的地に移動中、荷物

を置いていた座席に小さな蟻が集まっているのに気づきました。 

とりあえず荷物を移動して蟻がいなくなるのを待ちました。その後、マクドナル

ドでテイクアウトしたチーズバーガーとフライドポテトをバスの中で食べました。 

日本のマクドナルドと大きな違いはなく、おいしかったです。この後、誰かさん

がバスに放置したチーズバーガーにも蟻がたくさん集まってしまい、虫除けスプ

レーを使ってみんなでわちゃわちゃ蟻を退治しようとしたのもいい思い出です。 

 

 

 

 
 

 

 

 



 
９月１２日（木）PM 

「マレーシア大使館との会談」 

 

 

 

 

 １２日の午後は日本大使館へ行きました。実は８月末、日本でもマレーシア大

使館が栃木へ出張しており、調印式を行いました。そのため自分たちもマレーシ

アの日本大使館へ行き、会談を行おうということになりました。 

いやはや、セキュリティのすごいこと！内部へは滅多に入れないのでとても貴重

な体験をしました。会談では、これまでの活動報告、マレーシアで人気な日本の

ポップカルチャー、大使館の仕事（文化・スポーツを通じての地域連携など）、交

流団の今後についてなどを話し合いました。ちなみに大使館員になるには、東大

などの難関大学から外務省、その国の大使館で働くというコースだけでなく、様々

な大学から来たり、文科省や環境省から来る人もいるそうです。 

その後は、近くのお店で食事。ピザやフルーツを食べました。建物内に木が生え

ており、天井にも広い空間があるんだとか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



                 
９月１２日（木）NIGHT 
         「ロイヤル・コモンウェルスに訪問！」 

                             

 

今日の夜はロイヤルコモンウェルス協議会(RCS)に訪問しました。名前だけ聞

いていましたが何をしているところかが全くわかっていませんでした。ですが、

お話を聞いて、栃木県青年会館のようにリーダーシップの溢れる青年育成や青年

のための活動支援を行っている団体であることを知りました。僕は RCS の方か

ら質問を受け、｢今回の活動を通して何を感じたか？｣という質問に対して｢知ら

ない文化、場所に触れて新鮮な感じだ｣とお答えしましたが、RCSでは青年のた

めの活動を多く行っているだけあり｢青年｣という言葉に強く意志を感じました。 

他のメンバーも質問を受けていたのですが、その方では「青年と聞くと何を思

い浮かべますか」という質問に対して、メンバーは「何事にも挑戦でき、様々な

ことを吸収でき、大きく成長できる時期」と応えており、確かにと思いました。

後々メンバーと話したのですが、お互いの質問が逆だったら応えられていなかっ

たかもしれないとなり、確かにと感じました。 

「青年」という言葉に対して、深く考えたことがなかったのでいい機会だった

と思います。自らも青年の一人としての自覚をもってこれからの学校生活や様々

な活動に取り組めるようにしていきたいです。 

日本ではあまり活発的に活動しているとは言えない青年団体ですが、マレーシ

アではかなり様々な団体が活発的に活動していることを肌で感じることができ、

日本でも同じように活動団体が増えていったらいいなと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 



  

９月１３日（金）AM 

           「終日スタート」 

 

 

 いよいよマレーシア最後の朝になりました。パッキングをすることも今日で

最後なのかと思うと寂しいです。みんなも朝からずっと寂しいって言ってます。

そんな最後の朝食はホテルの横のレストランで食べました。ここまで来ると体

力の限界を迎えた人や胃もたれを起こしている人などで朝ごはんをあまり食べ

ない人が多かったです。私と、私と一緒にホームステイに行った子はホームス

テイ先で8食食べ、胃が鍛えられていたのでみんなが苦戦してる中余裕で食べ

切りました。私はおかわりもしました。美味しかったです。団員は高校2年が

6 人と 1 年が 1 人でしたがここまで来ると遠慮とかはなくなってきて（もう

ホームステイ終わったあとからなくなっていましたが）胃もたれを起こしてる

人にずっと肉をアーンしようとしてました。目の前でその光景を見ていたので

面白かったです。あとマレーシアのレストランでは配膳ロボットがいました。

ロボットは私たちのテーブルまで料理を持ってきてくれるのですが店員さんが

ロボットからテーブルまで乗せてくれるのでロボットのいる意味はあるのかと

話題になりました。その後は電車に乗ってツインタワーをめざしました。マレ

ーシアの切符は日本の紙みたいなのとは違いコインみたいな形の切符でした。

初めてみる形の切符で写真も取っちゃいました。どういう風にシステムとして

なっているのかが気になりました。そして何気にマレーシアに来てから電車を

初めてこの日見ました。ネグリセンビランでは電車や線路がなかったのでやっ

ぱり都市部と地方では違うのだなと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                 
９月１３日（金）PM 

「セントラルマーケットへGO！」 

                               

          

 

 １３日の昼食後は、電車に乗って移動し、セントラルマーケットへ行きました。

セントラルマーケットは、日本でいうショッピングモールのような感じでした。

色々なお店があり、私はここで家族から依頼されていた、マンゴーグミやチョコ

レートを購入しました。（帰国して食べてみると、グミもチョコも本当に美味しか

ったです。）可愛いお店が沢山あるので見ていると、ショップの方が話しかけて来

てくれたので、会話をしたり写真を撮ったりしました。 

ところで日本との違いという点での話ですが、私はマレーシアに行く前の研修

で、有料のトイレがあると聞いていましたが、なかなか有料のトイレを利用する

機会がありませんでした。しかしこのセントラルマーケットで、有料トイレを見

つけました。トイレの近くには監視役の警備員のような人がいました。 

入口には、５０セントを投入すると棒が動き中に入れるという仕組みでしたが、

まるでディズニーのような入り口に、思わず笑ってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
９月１３日（金）NIGHT 
            「マレーシアとの別れ！」 

                                

 

 セントラルマーケットでの楽しい買い物を終え、マレーシアの特急列車に乗っ

て、あっという間にクアラルンプール国際空港に到着しました。メンバー一人が

列車内に取り残されるというハプニングがありましたが、無事に空港で手続きを

済ませ、ホストファミリーと再会しました。マレーシアでの最後のディナーはチ

キンライスを食べました。鶏のスープで炊いたご飯に、蒸した鶏がジューシーで

美味しかったです。そしてホストファミリーと MBN.NS のメンバーとお別れす

る時間になり、たくさん写真を撮りました。MBN.NSメンバーは私たちにとって

も優しく、マレーシアについて多くのことを教えてくれました。『またおいで！』

と温かい言葉をかけてくれ、そんな MBN.NS メンバーとのお別れはとてもつら

く、飛行機に乗ってからもずっと泣いていました。 

初めてのナイトフライトでは、離陸するときの夜景がとてもキレイで感動しまし

た。メンバーの一人は眠気と闘いながら機内食を食べている姿に、みんな思わず

笑ってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９月１４日（土）AM 
          「日本に無事帰国」 

                      

  

 

 機内食を食べ終えた後、派遣団のメンバーはみんなぐっすり眠っていました。 

私は成田空港に到着する少し前に目を覚ましました。窓から差し込む朝日が眩し

く、日本に帰ってきた実感が湧きました。マレーシアでの派遣を終えることがで

きた喜びが込み上げ、清々しい気持ちになりました。 

 空港で荷物を受け取る際、検疫探知犬によるチェックがありました。事務局の

方から、過去にマレーシアのお土産で反応したことがあると聞いていたので少し

緊張しましたが、私の荷物には問題はありませんでした。引っかかってしまった

メンバーもいましたが、大きな問題はなく、その後無事に手続きが終わり、ほっ

と一息つくことができました。 

 空港からは、初日と同じく貸切りバスでコンセーレに向かいました。途中でサ

ービスエリアに立ち寄り、私はかき揚げうどんを食べ、他のメンバーはそばやラ

ーメン、アイスやドリンクを楽しんでいました。日本に帰ってきて初めての食事

で、それぞれが食べたいものを選びました。帰りのバスでは、長旅の疲れで寝て

いるメンバーもいました。起きているメンバーは、マレーシアでの写真や動画を

見返したり、音楽を聴いたりして静かな時間を過ごしました。 

 コンセーレ到着後、解団式が行われ、団長や理事長のお話を聞きました。この 

頃には団員同士や団長、理事長、事務局の方々との絆も深まり、和やかな雰囲気

で式を終えました。９日間を共に過ごした仲間たちとのお別れは、少し寂しく感

じました。今回の派遣は、私たちにとって大きな成長となる貴重な経験となりま

した。派遣団の仲間や団長、理事長、事務局の皆さん、そして日本とマレーシア

の交流に関わったすべての方々に心から感謝しています。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 



 

プログラム 

 

日にち 内   容 宿泊先 

１日目 

9月 ６日

（金） 

成田に向け出発 

JL723 便 マレーシアへ 

クアラルンプール国際空港着 

ホテルまでバス移動 

ホテルで歓迎夕食会 

パームホテル 

2日目 

9月 7日

（土） 

ホームステイプログラム ホームステイ 

3日目 

9月  8日

（日） 

ホームステイプログラム ホームステイ 

4日目 

9月  9日

（月） 

午後、各ホームステイからホストファミリー

と共に集合 

GIAT MARA職業訓練学校にて（籐で籠作

り体験） 

王宮博物館見学 

おやつタイム・・・？ 

養蜂場見学（酸っぱいハチミツ試食） 

Alumni MBNN.S との夕食会 

パームホテル 

5日目 

9月10日

（火） 

MBN.NS事務所訪問 

モスク見学（リス センダヤ モスク） 

博物館見学 

王宮（文化財）内でオールドスタイルの昼食 

レーザー木彫り体験 

ケンタッキーで夕食 

パームホテル 

6日目 

9月11日

（水） 

理系女子高訪問 

山村集落訪問（集会場にて昼食） 

川遊び「全員びしょぬれになる(>_<)」 

山村の民家訪問 

お菓子作り体験 

さよならパーティー 

パームホテル 



7日目 

9月12日

（木） 

ベリーズチョコレート工場見学 

ハンドメイド板チョコ作り体験 

バスにて昼食（マック） 

日本大使館訪問 

ホテル内で食事 

ロイヤル・コモンウエルス訪問 

ヌーホテル アッ

トKLセントラル 

8日目 

9月13日

（金） 

ホテル隣のレストランにて朝食 

ツインタワー見学（電車移動） 

セントラルマーケットでお買い物 

特急でクアラルンプール国際空港へ 

空港にて夕食 

JL７２４便にて成田へ 

ありがとうマレーシア 

ナイトフライト 

9日目 

9月14日

（土） 

成田到着 

バスにてコンセーレへ 

到着後、解団式 

皆様お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



               

 

「ホームステイ」 

                            

 

９月７日（土） 

 ７日からホームステイがスタート。ホストファザーのユアンさんは英語だけで

なく中国語、マレー語なども話せるマルチリンガル。住んでいる地域は中国人コ

ミュニティの中で、まるで中国に来たみたいでした。 

まず初めに両替所へ行き円をリンギットにしました。２万円でもかなりの金額に

なりますね。そして両替所の後はゴルフをしに行きました。人生初のゴルフでし

たが、悪天候の中でも上手く打ててよかったです。次にマレーシア国民大学とい

う国立大学へ行きました。ユアンさんの兄弟も通っており様々な研究を行ってい

るそうです。マレーシア及び東南アジアで最も権威のある大学の一つでもありま

す。大学の後は、かの有名な果物ドリアンを食べました。あぁ～なるほどね。 

口の中まで入らない匂いだなぁ。ということで数回食べて止めてしまいました。 

ですが、ぶどうのような果実はとてもおいしかったです。夜は、バーベキューを

しながら花火で盛り上がりました。 

 

９月８日（日） 

 ホームステイ２日目。この日の朝食はなんと焼きそばで久しぶりにしょっぱい

に出会えました（笑）。朝食後はムーンケーキを作りました。小麦粉の生地にハス

の種を入れるなど楽しかったです。 

次に志元堂という中国のお寺へ行きました。長い線香をあちこちにさして祈るそ

うです。その後はキリスト教会へ行ったり、ヒンドゥー教の寺院へ行ったりなど

寺社仏閣めぐりをしました。夜は、品鮮閣というお店で中華料理を食べました。 

このお店は、実は価格が変動する店だった・・・。 

その後は朝作ったムーンケーキのイベントにいきました。的当てやボーリング、

うちわ作りなど楽しかったです。その後はママックに行って飲みたいと思ってい

たテタレを飲みました。他のもロッティ、ロティティッシュ、サテなどの料理 

もおいしかったです。 

 

 



９月９日（月） 

 ９日、ホームステイ最後の日となりました。朝は中華料理でおなじみの小籠包

を食べました。他にフカヒレスープや肉まんなど本場の味が楽しめました。 

そしてユアンさんとのお別れ、２日とはいえ、とても素晴らしい思い出ができ、

ホストファミリーの方々には感謝しかありません。Terima kasih！ 

 

 

 



                    

 

「ありがとう！」 

         

                       

              

９月７日（土） 

 私にとって、今回のマレーシア派遣が初めての海外・初めてのホームステイと

いうこともあり、不安からの始まりでした。派遣団員と離れる時は泣いてしまう

程で、ホテルまでLai（ライ）さんが迎えに来てくれたのに、涙目からの挨拶にな

ってしまいました。 

ライさんは、ワイワイさんという大学生の研究員のお友達を連れて来てくれまし

た。このワイワイさんが、マレー語、中国語、英語、日本語が（少し）出来てく

れたおかげで、私は言葉の壁を越えることが出来、会話して心から笑い合うこと

が出来ました。段々本当の家族のように話をし、私の不安は消え、いつの間にか

すべてが楽しさに変わっていました。 

夕方には本場の屋台に連れて行ってもらい、焼きそばのようなものを食べまし

た。日本の焼きそばの味とは少し違いましたが、美味しかったです。その後は、

大きなお寺に行きましたが、とても大迫力でした。お寺なのに夜の噴水ショーに、

驚きと感動でした。そして更にこの後、また屋台に行きました。一日に何食たべ

るのかな？体重大丈夫かな？と思いながらも、楽しさとうれしさに包まれながら

また食べてしまったという、ホームステイ一日目でした。 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 



９月８日（日）・９日（月）             

 二日目は仏教の団体の会議があり、ライさんやワイワイさんと一緒に参加しま

した。私はそこで知り合った、メイアン・メイデーという姉妹と仲良くなり、サ

ンリを好きということもあり意気投合し、折り紙でポムポムプリンやシナモロー

ルを一緒に折ったり、絵を描いたりしました。すると二人は私の似顔絵を描いて

手紙を共にプレゼントしてくれたのです。感動で、思わず泣いてしまいそうでし

た。そして、私を見て、日本とマレーシアで離れてしまうけど、インスタでお話

しょう！と言ってくれて、今でも連絡を取り合う友人になりました。 

会議も終わり、お寺観光した次に行った先は見た目からしてわかる程、高級中

華料理店でした。ライさんファミリーとワイワイさんとで夕食会でしたが、これ

が驚く程美味しかったです。その帰りにドリアン専門店へ行きました。 

ワイワイさんが美味しそうなドリアンを選んでくれて、ライさんの家に帰りドリ

アンを食べました。私には、香りも味もドリアンは無理な存在でした。 

（私が変顔しながらドリアンを食べる姿を見て、皆が大笑いしていました）その

後は、ダンスやアニメなどの話をして盛り上がり、ライさんファミリーやワイワ

イさんたちとのお別れが悲しくて思わず泣いてしまいました。 

最初は不安からの涙でしたが、最後は別れが辛くて泣くという、同じ涙でも全く

違った涙を流した自分におどろくくらい、ライさんたちと過ごした時間は、自分

にとってマレーシア研修の中で一番の宝物になりました。そして、二泊三日とい

う短い間でしたが、本当にありがとうございました。 

Terima kasih banyak！！ 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 



                    

 

             『マレーシア大好き！』 

 

私は、第１８次マレーシア派遣を通して、多くの貴重な体験をさせていただき 

ました。私は今回のマレーシア派遣は２回目の海外となり、初めて海外で体験 

したことを生かし、マレーシアの文化に触れることができました。また初めての 

ホームステイということもあり、期待で胸がいっぱいでしたが、英語で十分なコ 

ミュニケーションをとることができるのか不安もありました。しかし、ホストフ 

ァミリーの皆さんは私を笑顔で迎えてくれ、とても可愛い部屋に案内してくれま 

した。マレーシアの手料理や庭に植えてあるたくさんの種類のフルーツをごちそ 

うしてもらい、出会って数時間でホストファミリーと打ち解けることができまし 

た。マレーシアの食事はマレーシアの文化である、手を使って食べることに初挑 

戦し、初めて手を使って食べる食事は、慣れないこともあり、スムーズに食べる 

ことが難しかったですが、ホストファミリーが優しく教えてくれました。食事が 

終わったあとは、ホストマザーと一緒にマレーシアの大人気スイーツ『オンデ・ 

オンデ』を作りました。ココナッツでまぶした餅の中に黒糖が入っていて、ひと 

口かじると甘い黒糖が口の中にジュワーッと広がって、とても美味しかったです。 

夕方は、ホストファーザーの車で、新鮮なフルーツが大量に売られている市場に 

連れて行ってくれました。 

そこで初めてドリアンを食べましたが、私の口には合いませんでした。 

しかし、マンゴスチンというフルーツがみずみずしくて甘く、何個もたべてし

まいました。ディナーは、ホストファミリーが用意してくれたマレーシアの素敵

な衣装を着て、お店に食べに行きました。私はインド料理を代表する『ロティ・

チャナイ』を食べました。『ロティ・チャナイ』は小麦粉で作った生地を紙のよう

な薄さにして焼いたものです。表面がカリッと焼いてありますが、中はジューシ

ーでカレーの汁やサンバルという辛いソースにつけて食べます。マレーシアに行

ったら絶対に食べたいと思う料理の1つだったので、食べることができて嬉しか

ったです。 

ディナーのあとは、部屋でマレー系の女性が身につけるスカーフを体験しまし

た。実際、身につけるとファッションアイテムの1つで、とても可愛く、私もマ

レーシア人になったような気分になりました。 



2日目の朝は、ローカル市場に連れて行ってくれました。野菜や魚、肉など

の生鮮食品や、バックや靴など、雑貨が売られていて、朝から太陽の光を浴びフ

レッシュな気分で買い物ができ、地元の雰囲気を感じることができ、とても楽し

かったです。朝食のあと、軍事博物館に連れて行ってくれました。軍事博物館で

は、戦車やヘリコプターなどが展示されていて、マレーシアの歴史について多く

学ぶことができました。防空壕を兼ねた約１５０メートルの地下道を、私はホス

トファミリーと手を繋いで少し怯えながら歩きました。博物館を１周し終えた

後、ホストファミリーと一緒に記念写真を撮りました。その写真はとても大切な

宝物です。家に帰ってから、少し遅めの昼食にＫＦＣを食べました。         

マレーシアのＫＦＣは、とてもボリュームがあってジューシーで美味しかったで

す。午後は子供達とゲームをしたり、庭で追いかけっこやボール遊びをしまし

た。本当の姉妹のように感じ、とても楽しい時間でした。ディナーは『サテー』

という日本の焼き鳥に似ていて東南アジア諸国で広く食べられている串焼き料理

をたべました。香辛料の効いたたれがピリッとした辛さでやみつきになりまし

た。そして３日目の朝、ついにホストファミリーと別れる日がきてしまいまし

た。ホストファミリーと共に過ごしたこの３日間は本当にあっという間で、笑顔

で温かく迎え入れてくれ、とても優しく接してくれたホストファミリーとの別れ

は本当に悲しく、涙が止まりませんでした。私は、このホームステイで、マレー

シアの文化や、マレーシアの方々の温かさややさしさに触れ、マレーシアという

国が大好きになりました。今後は、お世話になったホストファミリー、マレーシ

アの方々、マレーシアとの交流を深め、絆を広げていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



                    
        

「笑顔は最強のコミュニケーション」 

 

 私は今回初めての海外旅行でした。この交流事業に参加したのは、人とのかか

わり方が苦手なので、コミュニケーション力をつけられるきっかけになればと思

ったからです。そして、常に笑顔でいることで人との繋がりがうまくいくのでは

と思い心掛けました。マレーシアに着いて２日目からホームステイが始まり、 

事務局と 2 人で、アバさんのご家庭にお世話になりました。アバさんの家族は、 

奥さんと小学生の息子さんの3人家族です。 

朝ホテルに 3 人で迎えに来てくれました。「これからマラッカに結婚式に行くよ

ー。」とアバさん。高速を使い約1時間ほどで、マラッカに到着。 

 前日に、「明日はこの服を着てね。」と、マレーシアの民族衣装「バティック」

をアバさんから渡されました。結婚式に出席するためのマレーシアの正装です。 

式場につくと会場は多くの人で満杯状態でした。日本の結婚式とは違いたくさん

の人が入れ代わり立ち代わりしているのです。料理はビュッフェスタイルで、早

い人は、15分くらいで帰ってしまいます。私たちは1時間ほど滞在し式場をあ

とにしました。宿泊は、リゾートマンションの部屋を貸し切りにして頂き2日間

滞在しました。マラッカ海峡を一望できる素敵なところです。 

水牛の牛車に乗ったり、シーフードレストランで食事もしました。マラッカの運

河を遊覧船で観光し「トライショー」にも乗りました。 

ドリアン農園で、ドリアンの実を半分食べてと言われたときは、さすがにきつか

ったです(@_@) 私が笑顔でいることで、マレーシアの方たちも笑顔で接してく

れました。とても良い思い出になった旅でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

初めてのホームステイ 

 

 

９月７日（土）   

ついに今日からホームステイが始まりました！人生初のホームステイ前日にホ

ストファザーと顔合わせできてとても優しそうな人で安心してホームステイに行

けました。 

まず初めにホストファザーのお母さんの職場に行って、トロピカルフルーツを庭

から採ったり、職場の中を見せていただきました。そのあとホストファザーの友

人と合流して、日本の家に向けて手紙を出しました。初めてエアメールを出した

ので書き方がわからず調べながらなんとか出せました。（この手紙は、日本に帰っ

てきてから家に届きました）移動して今度は、ゴルフをしました。ここでハプニ

ング発生⁉雨で手が濡れてクラブが空を飛びました。幸い何にも当たらずでした。 

ゴルフの後は、マレーシア国民大学に見学に行きました。日本の大学よりも敷地

がは広くてびっくりしました。家に帰る途中でドリアンとマンゴスチンを食べま

した。やはりドリアンは口に合わず。家に着いたらバーベキューをしました。 

とてもいろんなことをした一日でした。 

 

９月８日（日） 

ホームステイ2日目今日は朝から月餅を作りました。月餅を作ってる間の休憩

でMIRO を飲みました。まさかのこっちでは、牛乳ではなく水にMIRO の粉を溶

かしていました。個人的にかなり大きな衝撃を受けました。 

月餅づくりの後は、コストコみたいな大きなスーパーに行ってお菓子などとマレ

ーシアの伝統的な服を買ってもらいました。そのあとは、ホストファザーが中国

系の人だったので中国系のお寺に行ってお参りをしました。19 か所もお参りす

るところがあって驚きました。こっちの人はうまくいかないときなどにお寺に行

ってお参りするらしいです。そのあとヒンドゥー系のお寺、キリシタン系のお寺

を見に行きました。 

意外と時間が立つのが早くて、もう夕飯で、中華料理を食べました。この時気づ

いたのですが、こっちの料理には、しょっぱいものが少ないと感じました。でも

 

 



おいしいから関係ないんですけどね。夕飯のあとは、ムーンケーキフェスティバ

ルに行きました。なんかの時期は中国系の家庭では月餅をつくるみたいでした。

もうおなかはいっぱいだったのですが、みんなで夜食を食べに行き、ロッティー

ティッシュという食べ物を食べました。夜が忙しい一日でした。 

９月９日（月） 

今日でホームステイ最終日。体感 5 日くらいの感覚だったのですが、実際は、

2日しかなったという驚き。時間が流れるのはあっという間ですね。 

今日は朝ご飯をザ・中華というお店で食べました。ホストファザーがかなりの量

を頼んでいて僕たち二人に「食べてみて」と言ってくれるけどもう僕はおなかい

っぱい過ぎて食べられず。2人が食べ終わるのを待ってました。 

ご飯の後はもうパームホテルに戻って MBN.NS のみんなと合流しましたが、ま

さかのここで合流したのは僕たち2人だけ。その時は「どうゆうこと」とおもい

ましたが、お昼過ぎにはみんな合流してました。 

とてもたのしい3日間のホームステイでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「ホームステイ1 日目」 

 

ホストファミリープログラムが始まりました。朝はホテルに迎えに来てくれる

ことになっていました。だいたい10時半に迎えに来る予定でしたが1人だけ1

時間早く迎えに来たのでお見送りをしました。私はホテルの部屋でお見送りをし

ましたがあとから聞いたらその時にロビーで泣いていたそうです。泣くのが早い。

私たち二人は時間通りに迎えに来てくれました。ママがすごく美人でビックリし

ました。私たちは半ズボンだったのですがママとパパが結婚式に行くから着替え

てと言ったので着替えました。結婚式に行ったことがある人の話は聞いていまし

たが自分が行く側になるとは思いもしませんでした。私たちの他にも行くグルー

プがいたのでマレーシアはすごい結婚式が多いのかなと思いました。ホストファ

ミリーの車に乗ってすぐに結婚式に行くのかと思ったらセカンドブレックファー

ストと言われナシレマを食べさせてくれました。この時点で朝ごはんをしっかり

食べたことを後悔しました。ナシレマを初めて食べた感想は辛いです。ほんとに

辛かったです。そして衝撃だったのがウーロン茶を頼んだらすっごく甘いお茶が

出てきました。日本ではウーロン茶が甘いことはないのでビックリしました。そ

んな私の反応を見てパパもママもすごく笑っていました。 

次にマレーシアの伝統的なケーキを作っているところを見せてもらいました。日

本のカステラみたいな味で美味しかったです。その後結婚式場に行きました。日

本の結婚式とは全く異なりケーキ入刀を誰も見ていなくて、何回もやっててなん

なら結婚式場の外で私達はご飯を食べました。まだお昼前で4食食べてます。こ

こでは初めて手を使って食べました。肉の脂が手に付くので難しかったです。そ

してこれも辛かったです。辛いと言ったら飲み物をくれました。この飲み物が信

じらんないぐらい甘くてガムシロップ飲んでるのかと思いました。私たちは飲む

どころか舐めるだけで精一杯でした。その後は1度家に帰りました。そこでカル

チャーショックを受けました。それは部屋を案内してもらった後に今は休憩だか

ら寝てもいいしお風呂に入ってもいいと言われたことです。マレーシアでは何度

もお風呂に入るそうですが私達はお風呂に入ったら終わりだと思っていたのです

ごくショックを受けました。通訳のルビーさんに電話して説明したらすごく笑っ

ていてこの後ずっとネタにされました。その後色々車で移動していましたが途中

で鶏とかヤギとか羊とか牛とか犬とか色々いてサファリパークみたいでした。夜

にはすっかり慣れました。移動した先ではアフタヌーンティーと言われバナナを



揚げたやつを食べました。2分の1で充分でした。ここで私は学びました。マレ

ーシアでは満腹にしてはいけないことと重要単語は enough と full ということ

です。まだまだご飯は続きます。セカンドアフタヌーンティーもいきました。こ

こで隊長と理事長にあいました。パフェみたいな飲み物飲んでると思ったらコー

ヒーを頼んだら出てきたそうです。油断は禁物ですね。ここではバナナと小麦粉

を混ぜて揚げたものを食べました。その後晩ご飯を外で食べようとしたら最初に

メンバーと会いました。あって安心したのか泣いてました。2回目です。その後

夜はずっと一緒に観光してました。特に東アジアでいちばん大きなお寺に連れて

行ってもらいました。イルミネーションやプロジェクションマッピングが凄かっ

たです感動しました。その後屋台に行き焼き鳥みたいなものやワッフルを食べま

した。今日は合計8回も食事をしました。私の胃は休む暇もなかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

「ホームステイ2日目、3日目」 

 

 

 ホームステイ２日目は、７時頃に家を出るよといわれていたので、私たちは６

時過ぎに起きました。ホストファミリーが誰も起きていなかったので、ホストフ

ァミリーが寝ている部屋のドアを何度かノックしました。しばらくしてホストフ

ァザーが起きてきたときには出発予定だった７時を過ぎていました。 

朝ご飯を食べて、車に乗って出発したのは８時４０分でした。日本とマレーシア

では時間に対する感覚が少し異なることを実感しました。こうした文化の違いは、

実際に海外に行き、ホームステイを通して現地の生活を体験しなければわからな

かったと思います。この体験はとても貴重で、贅沢な経験でした。到着したのは

地域の集会所でした。到着するとホストマザーが私たちにヒジャブを身につけて

くれました。マレーシア人の仲間入りができた気分でした。体験する予定だった

エアロビクスはすでに終了していましたが、会場では現地の方々とたくさん写真

を撮りました。日本から来た私たちを温かく迎えてくれてうれしかったです。 

最後にマレーシアの国旗を振りながら、大合唱を聴きました。マレーシア人の一

体感と迫力に圧倒されました。その後、一旦家に帰って休憩しました。このとき

は家族が、ダイニングに集まり、味付け海苔でご飯を巻いて食べました。 

マレーシアで味付け海苔を食べるとは思っていなかったので驚きました。出発す

るよと言われて外に出ると玄関の前にバイクが待機していました。私たちは同い

年くらいの男の子が運転するバイクの後ろに乗らせてもらい、３０分程度ドライ

ブをしました。ヘルメットなしで時速４０㎞程度のスピードが出ていたのでスリ

ルを味わいつつ、大自然をバイクに乗って走り抜けるのは初めての体験で、とて

も楽しかったです。この時点で既に１８時でしたが、マレーシアの１８時では外

はまだ日本の昼間のように明るかったです。次に、動物を見に行くために車の荷

台に乗りました。目的地に向かう途中で、現地の少年たちと一緒にマンゴスチン

という果物を収穫し、その場で食べました。とてもおいしかったです。 

再び荷台に乗り山道を進むと、到着したのは近所の人が管理する小屋でした。 

小屋の中ではたくさんのヤマアラシが家畜として飼育されていたので驚きました。

一度ホームステイ先に帰り、車に乗り換えて向かったのは道端の果物屋さんでし

た。 

車のドアを開けるとドリアンの匂いが漂ってきました。店員さんがドリアンをさ

ばいてくれたのでさっそく味見をしました。プリンのように柔らかい食感と初め



ての味に戸惑いましたが、想像していたよりもおいしかったです。最後に、ココ

ナッツにストローをさして飲みました。ドリアンを食べたあとで味覚がおかしく

なっていたからか、味はただの塩水のように感じました。帰り道に寄ったのは道

端のハンバーガーの屋台です。オーロラソースとマヨネーズたっぷりのハンバー

ガーで、とてもおいしかったです。 

デザートのココナッツゼリーは食べやすくておいしかったです。 

家に帰る途中、ファミリーマートで翌日の朝ごはん用のパンを購入しました。 

おにぎりやホットスナックは日本と変わらず、日本語の表記も多くありました。 

 ３日目、朝ごはんはホストファミリーのおばあちゃんが営むナシレマのお店で

いただきました。朝ご飯の時間帯だったこともあり、店は地元の人々で賑わって

いました。辛いソースはかかっていなかったので完食することができました。 朝

食が終わった後、おばあちゃんに「おいしかったよ」とマレー語で伝えると、と

ても喜んでくれて私たちも嬉しい気持ちになりました。 

その後、前日に買ったパンが２度目の朝ごはん用だったことを知らされ、少し

驚きました。ホストファミリーのもとで過ごした３日間、多くの貴重な体験をさ

せていただきました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

マラッカ海峡をながめながら 

 

                                                    

 久しぶりのマレーシア、家族が増えました。今回の派遣でお世話になったのは、

アバさんご一家。奥様と１１歳の男の子プトラ君の３人家族です。私は、高校生

のエリオ君と２人でお世話になりました。初日の朝「私の車は小さいので、あま

り荷物が積めないから、ホテルに置いて行って！」また戻ってくるから！！ 

私は、着の身着のままで車に乗り込みました。 

 １日目は、アバさんがバティックを用意してくれました。（マレーシアの正装せ

す。）そして、マラッカの結婚式に参列しました。とてもにぎやかで、「多くの人

が入れ代わり立ち代わり」座る席がないほどです。ひな壇には、新郎新婦が祝福

を多くの方々から受けていました。突然！司会者から「カベー、エリオー」と呼

びだしがかかり私たち２人はひな壇へ写真撮影をしました。私は手持ちの千代紙

を張った小物入れをプレゼント。その後、隣の自然公園をカートに乗ってお散歩

しました。その後、ホテルに到着。マラッカ海峡を望むコンドミニアムです。ア

バさんが、「２日間マラッカで過ごします。」あれ！！？「ホテルに戻るんじゃな

いの・・・？」その後、シーフードレストランにて夕食を食べてホテルヘ。 

2日目は、マラッカ観光と水牛車に乗りに行きました。途中のドリアン農園で、

「出ました！ドリアン１っこ丸ごと」食べなさい。さすがに2人でドリアン1個

はキツイ(＠_＠。帰り道にサテ屋さん（マレーシアの焼き鳥）で夕食をたべまし

た。夜は、マラッカの古に街並みの保存地区に寄りホテルへ。 

3日目は、キティーちゃんのトライシューで一回り、ボートに乗ってマラッカ

の街並みを眺めました。毎日、家族でおそろいのシャツを着て過ごし、ほぼ英会

話ができない私と小学校で習い始めたプトラ君の英会話、それでも何とかコミニ

ケションを取りながら過ごした２日間。アバさんと私は、〇〇先生の翻訳機能に

大変お世話になりました。着の身着のままのホームステイ、何とかなるもんです

ね。エリオ君のスマイルがさわやかな贅沢な２日間でした。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



 

相互交流のあしあと 
 

【昭和６０年度】 

 開館十周年を迎えていくつかの記念事業を計画したが、その一つとして「国際交流」を掲

げ、初の海外派遣を行う。派遣国については様々 な角度から検討した結果「マレーシア・

シンガポール・タイ」の３ヵ国とした。 
 ■７月２７～８月１日 

 同年７月、「国際青年年」関連で来日していた各国の青年のうち、「国際青年村地方プログ

ラム栃木地区」としてマレーシアの青年１１名を受け入れて交流を深める。 

 ■１１月１６～２４日 

 「開館十周年記念事業」として海外派遣（３４名）を実施、上記の３カ国を歴訪し大きな成果

を挙げて終了したが、その途中、交流相手となる青年団体より「相互交流」の申し入れが

あった。しかし、正式な申し込みではなく、交流希望している旨、そして当方の意向を打

診する程度であった。 

【昭和６２年度】 

 ■１月 

 「国際青年年」で来日し、また訪問時にお世話になっていたプスパナサン・セーラムさんよ

り手紙が届く。 

新年のあいさつとともに「相互交流」の正式な申し入れと呼びかけだった。以後、数回の手

紙のやりとりを通じて「定期的な相互交流」へ取り組みを確認し、まず、当方のマレーシア

派遣を決定する。 

 一方、これらと前後して「相互交流協定書」締結の話も出てきた。 

 ■７月１４～１７日 

 国際交流担当理事をマレーシアに派遣、訪問日程の細部を打ち合せる。 

 ■１１月２１～２９日 

 相互交流の第一陣としてマレーシア派遣事業（１８名）を実施、各地で交流を深めるととも

に再会を約してきた。 

【昭和６３年度】 

 ■６月６～１１日 

 訪日日程打ち合わせのためマレーシアの代表３名が来館、日程の細部を決定するととも

に「相互交流協定書」について協議し、懸案だった「相互交流協定書」の案文が合意した。 

 ■６月１９～２１日 

青年会館代表３名が交流協定書調印のため訪マレーシア。「交流協定書」を締結し、継続

的な相互交流がスタートする。 

 

 



■第１回目のマレーシア青年代表団（40名）が来日 

昭和６３年7月27～8月6日 

■ 第３回交流団（21名）派遣 

平成元年11月18～11月25日 

■ 第２回マレーシア青年代表団受入れ（21名） 

                                      平成2年10月31～11月 8日 

■ 第４回交流団（19名）派遣 

 平成３年11月16～24日 

■ 第３回マレーシア青年代表団受入れ（18名） 

平成４年10月23～30日 

■ 第５回交流団（18名）派遣  

平成５年11月20～28日 

■ 第４回マレーシア青年代表団受入れ（20名） 

平成6年10月29日～11月7日 

■ 第６回交流団（18名）派遣  

平成７年11月19～26日 

■ 第５回マレーシア青年代表団受入れ（20名） 

平成８年６月１～９日 

■ 第７回交流団（20名）派遣 

 平成９年９月７～14日 

■ 第６回マレーシア青年代表団受入れ（18名） 

 平成10年11月21～29日 

■ 第８回交流団（18名）派遣 

 平成11年９月５～12日 

■ 第７回マレーシア青年代表団受入れ（21名） 

平成12年5月26～6月5日 

■ 第９回交流団（19名）派遣 

 平成13年9月8日～16日 

■ 第8回マレーシア青年代表団受入れ（22名） 

平成14年10月25日～11月1日 

■ 第10回交流団（16名）派遣  

平成15年9月6日～９月13日 

■ 第９回マレーシア青年代表団受入れ（21名）  

平成16年11月25日～12月4日 

■ 第11回交流団（17名）派遣 

                                                  平成17年９月１０日～９月１８日 



■ 第１０回マレーシア青年代表団受け入れ（１３名） 

平成１８年１１月４日～１１月１２日 

■ 第１２回交流団（２１名）派遣 

平成１９年８月２６日～９月２日 

■ 第１１回マレーシア青年代表団受け入れ（２０名） 

平成２０年８月１５日～８月２５日 

■ 第１３回交流団派遣（１６名） 

平成２１年８月９日～８月１６日 

■ 第12回マレーシア青年代表団受け入れ(１６名）                
                                   平成22年10月15日～23日 

■ 第14回交流団（11名）派遣 

                              平成2４年9月1日～8日 

■ 平成23年度は、震災の影響で中止 

 

■ 第13回マレーシア青年代表団受け入れ（15名）         

 

平成25年11月2２日～29日 

■ 第15回交流団（１０名）派遣                 

平成26年9月6日～13日 

■ 第１４回マレーシア青年代表受け入れ（８名） 

                         平成２７年１１月２０日～２７日 

■ 第１６回交流団〈８名〉派遣 

                           平成２８年９月３日～１０日 

■ 第１５回マレーシア青年代表受け入れ（1０名） 

                       平成２９年１０月２５日～１１月２日 

 

■ 第１７回交流団（１０名）派遣 

                            平成３０年９月８日～６日 

■ 第１６回マレーシア青年代表団受け入れ（１１名） 

                          令和元年１１月１６日～２８日 

 

新型コロナウイルス感染症により一時中止 

 

■ 第１８回交流団（１０名）派遣 

                            令和６年９月６日～１４日 

 

 

 



【交流団体】 
MAJLIS  BELIA  NEGERI  NEGERI  SEMBILAN 
（ＮＥＧＥＲＩ ＳＥＭＢＩＬＡＮ ＳＴＡＴＥ ＹＯＵＴＨ ＣＯＵＮＣＩＬ） 

(ネグリセンビラン州青少年協議会) 

         ネグリセンビラン州は、首都クアラルンプールに隣接している。 
  

                         

 

     

 

 

MBN.NS          Alumni MBN.NS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



ネグリセンビラン友好協会 
（一財）栃木県青年会館（以下、会館）では、マレーシア国ネグリセンビラン

州青少年協議会との間で協定を交わし定期交流を続けています。本会は、この事

業への参加者や会館関係者を中心に、マレーシア青年の来日時や交流団の派遣時

を中心に必要な事業を行なっていくことを目的として結成されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人栃木県青年会館ネグリセンビラン友好協会会則 
                      ２０２４・８・２７新協定書調印 

(目的) 

第１条 この会は広範な交流を通じて一般財団法人財団法人栃木県青年会館(以下｢青年会館｣という)とマ

レーシア国ネグリセンビラン州青年との相互理解と両国青年の友好親善を促進することを目的と

します。 

 

(名称および事務所) 

第２条 この会は、『一般財団法人栃木県青年会館ネグリセンビラン友好協会』(以下「協会」という)とい

い、事務所を会館事業課内に置きます。 

 

(事業) 

第３条 協会は、目的を達成するために次の事業を行ないます。 

(1) マレーシア青年との交流事 

(2) その他目的達成に必要な事業 

 

(会員) 

第４条 協会は、第1条の目的に賛同する者をもって構成します。 

 

(役員) 

第５条 協会に次の役員を置きます。役員の任期は２年とし再選を妨げないものとします。 

(1) 会長は協会を代表します。 

(2) 副会長(１名)会長を補佐し、会長に事故があるとき職務を代理します。 

(3) 運営委員(若干名)は協会の運営にあたります。 

(4) 監事(２名)は、事業並びに会計を監査します。 

 

(会議) 

第６条 協会の会議は総会および役員会とし、会長が召集します。 

第２項 総会は毎年１回開催します。 

第３項 役員会は必要に応じて開催します。 

  

(会計) 

第７条 協会の経費は、入会金、年会費およびその他をもって充てます。 

第２項 入会金を１,０００円、年会費を１,０００円とします。 

(規定外事項について) 

 

第８条 この会則に定めの無い事項については、役員会での承認を得て会長が定めます。 



 



 



編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はな   今回初めての海外だったので不安もありましたが、マレーシアで不安

が吹き飛ぶくらい楽しむことが出来ました。本当に楽しい時間をあり

がとうございました。 

 

しんた  初めての海外が今回のマレーシア交流で良かったと感じています。周

りの方たちもとても親切で新鮮な体験をすることができました。この

体験は僕の人生において大きな1 ページなりました。 

 

ひろのり 今回の交流会は自分にとって初めての海外遠征であり、初めてのマレ

ーシア渡航となりました。緊張や不安もありましたが、現地の人たち

のおもてなしやパーティーなどでいつの間にか親しくなることが出

来ました。この交流をこれからも続くと良いなと思います。 

 

めい   7 泊9 日のマレーシアの旅は非常に楽しく、重要な体験で幸せな時間

でした！みんなテレマカシ！！！ 

 

つきの  日本では絶対体験できない体験ができてとても楽しかったです。今回

のマレーシアメンバーがみんなで良かったです！ 

 

みさき  今回のマレーシアでの交流事業は、たくさんの思い出ができ、私にと

って貴重な経験となりました。 

 

えりお  !(^^)! 

 

みっちゃん 「感謝感激雨あられ」報告書！できてよかったねぇ～(^^)/ 
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「マレーシア青年との交流の旅 団員報告書」 

   （マレー語で１・２・３）サトゥ・ドゥア・ティガ 

高校生がこの旅を通じて、新たな未来へと「１・２・３」 

ジャンプすると言う思いを込めて 
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